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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は, ヴェブレンをもってアメリカ制度学派の創始者とする通説に疑問を投げかけ, 彼の思想的地
位にかんしてそれと異なる規定を与えることを目的とする｡
まず, Ⅰ ヴェブレンの生涯において, 彼の時代と人となりをうかがったのち, Ⅱ ヴェブレンの経済
思想において, 彼の (1)経済学方法論 (2)古典学派批判 (3)マルクス主義批判 (4)資本主義体制論 (5)景
気論 (6)日本帝国主義批判 (7)技術者革命論を取上げ, ヴェブレン経済思想の基本的性格を究明する｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ThornsteinVeblen(1857-1929)は, 死後において, アメリカの ｢ニューデイ- ル政策｣ の時代に学













して, 方法論, 古典学派批判, マルクス主義論, 資本主義体制論, 景気論, 日本帝国主義批判および技術
者革命論の7項目に分けて, 詳しく論述している｡ そして, ヴェブレンが私有財産制度を資本主義の基本
的条件であるとしてそれを批判し, 独占資本主義が帝国主義的侵椋にいたらなくてはならぬ訳を明らかに
して, それを弾劾し, 進化論にもとづく歴史観をとるヴェブレンが経済体制の変革にたいして積極的に貢




ころの, 産業 (industry)と企業 (businessenterprise)との区別について, 著者が理解するところがそ
の一例である. 一方を物質的環境, 他方を制度とみなして, 近代的な機械過程 (machineprocess)は
非利己主義的な社会連帯の自覚を生み, それが企業原因あるいは財産の原理と矛盾すると説 く｡ けれども
この対立については, 一層の分析を加えることが望ましいと思える｡ また著者はヴェブレンがいま少しで
マルクス主義の意味での社会主義の思想に近づ くというけれども, その意味は必 らずL も明瞭であるとは
いいがたい｡
このように, この論文には欠陥と考えられる部分はあるけれども, これまで, 内容の紹介程度を出るこ
とがほとんどなかったヴェブレン研究に比べて, 独創的な見解を立てようと努力しており, 且つ独自の見
解を樹てている功績は明らかである｡ 難解をもって鳴るヴェブレンの議論をとき明かし, 平明な叙述でも
って明セキなヴェブレン像を与えていることも, この論文の長所であるといえる｡
以上によって, われわれはこの論文が経済学博士の学位にあたいするものと判定する0
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